
愛媛県
愛媛県言語聴覚士会は、平成29年9月10日（日）に愛媛県生活文化センターでイベントを開催しました。
中予地区開催の今年度は、『安全に口から食べること～摂食嚥下障害のみかたや対応方法を中心に～』と題して
講演を行いました。摂食嚥下についての知識やSTの職域を理解していただく機会になれば幸いだと思い、
　①「言語聴覚士から見た摂食嚥下障害」講師：金田 夢隆 先生（伊予病院 言語聴覚士）
　②「摂食嚥下障害のみかたと対応方法」講師：小泉 勝 先生（おおぞら病院 言語聴覚士）
　③「安全に食べるための食形態」講師：遠藤 明良 先生（東松山訪問看護ステーション 言語聴覚士）
以上の３講演を企画しました。

昨年度は「言語聴覚士の仕事」・「失語症」・「摂食嚥下障害」について一般の方々にも分かりやすい内容の講演を行う
企画でした。それを受けて今年度は、関連職種に役立つ内容として「摂食嚥下障害」をテーマに絞って企画しました。
準備は、実行委員が一丸となって、イベントの主旨に賛同いただいた関連職種の職能団体、後援団体、当士会の
協賛会員の方々にもご協力いただき、特に広報活動に力を入れて行いました。
その結果、聴講者は120名にものぼり、介護士や看護師、歯科衛生士、栄養士など医療・福祉関連の専門職の方々
から一般の方まで、ご参加いただきました。

盛況のうちに終わることができたイベントに関する反響は大きく、「基礎的な部分から、評価方法や訓練、食形態
など具体的な対策が勉強になった」「このような研修会で他職種連携できればいい」などの感想をいただきました。
また、「具体的な事例で困っている」「どこに相談すればいいのか」など現場のお声をお聞きし、多くの職種に渡って
摂食嚥下に関心を持たれている方がいらっしゃることを目の当たりにしました。今後も研修会を開催して欲しいとの
要望もあり、イベントを継続する意義を感じることができました。

ご協力いただいた団体、企業の方々、スタッフの皆さんに厚くお礼申し上げます。
来年度も会員の皆様と共に、言語聴覚士として社会貢献できればと思います。
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